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目的 近年、高年 労 が えつつあるが、一方

では高年 労 が労 害に合う も 加し、高

が安 ・安全に ける づ りは の であ

る。しかし事 での高 労 の 整 健 ・

の の実 はつかめていない。 

こで１．事 のアンケ ト調査、２．調査に

意が られた労 対象に転 に影響する 機

を実施測定と 機 の 認 を した。 

対象・方法 １．1016事 （回 24.1 ）60歳

以上の高 労 の かた エイジフレンドリーガ

イドライン の活用有無 をアンケート調査 ２．16

協 事 で 意を た労 216 （年 26

86 歳（50 96 、60 103 ）、男性 151 、 性

65 ）で 転 害リスク セルフチェック に

より転 に影響する 、 性、 性を実施測定

び 入 質 で の 認 を調査。 

結果 １．エイジフレンドリーガイドライン エ

イジアク ン100 の 度は 20.3 、18.9 で、

チェックリストの活用も0.9%の事 で かった。 

60歳 70歳の労 事故は182 、71歳以上は35

で 60歳以上の労 は全労 の32.4 を めていた。 

２．２ステップテスト（ 行・ ）、 位ステッ ン

グテスト（ 性）、フ ンク ナルリーチ（ 的バ

ランス）、 ・ ち（ 的バランス）を測定

し実測値の 値と実測値と 認 の間の を年

に出し、 析した。 

．実測値では男性は 性、男 とも 的バランス

と年 に S earman の 位 関で い の 関が

られ、加 による 下傾向が明らかであった。（ １）

． 機 実測値と 認 との間の と年 と

の関係は中 度の 関が 性の 行 ・ で、

い 関が男 とも 性、男性に 行 ・ 、

的バランスに られ、加 により実測値と認 との間

の が明らかであった。（ １） 

結 １．エイジフレンドリーガイドライン エイ

ジアク ン100 を 、高年 労 の対

に活用することが まれる。 

２．高年 労 の転 に影響する 機 を測定

した結果、男 とも 性、男性では 性が年 と

ともに 下する傾向が られた。また実測値と の

の認 の間には が られ、 が けれ

転 ・ につながるので実測値 けでな 、

な認 が持てるように 健 が まれる。 

３． 測定を実施することで の 機 に関

を向け の 状 の 機づけになった。 

事 も労 の 機 の状 を し、 れに

じて高年 労 の 健 整 を し、

転 高 に こり すい労 事故を 、高

年 労 が安 ・安全に ける づ りが

れるべ である。 
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